
特集
急激な人口の減少と少子高齢化、さらに若者人口の県外流出により、県内地域の過疎化、経済
規模の縮小が懸念されています。この問題を解決するため平成27年に三重大学は文部科学省「地
（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC+）」に採択されました。採択された各国立大学は
地域社会の中心となり、各地域が抱える問題の解決に取り組みます。
今回は三重大学におけるCOC＋の2年間の活動を、

「三重創生ファンタジスタクラブ」の学生が報告します！

三重創生ファンタジスタって何？

『29市町PRチーム』

学生が取材しましたっ！

★三重創生ファンタジスタ資格とは？

★クラブで活躍する学生にインタビュー！★

「三重創生ファンタジスタ」とは、他者と協働し地域課
題を解決する人材を指します。そのような地域人材を養
成するため、三重大学では三重創生ファンタジスタ資格
を創設しました。
この資格は県市町や企業と連携して作り上げるため、
県内就職先に認知されていて、就職活動をはじめ様々
な場面でアピールすることができます！
また、三重創生ファンタジスタ資格をより充実させる
ため、三重の歴史や文化、産業を学ぶ授業科目や、グル
ープワークを行い主体性を養うPBL※型集中講義も用意
されています。三重創生ファンタジスタ資格は進化し続
けています！

★ＣＯＣ＋とは？
（プラス）

★三重創生ファンタジスタクラブとは？
私たち三重創生ファンタジスタクラブ（通称MSFC：Mie Sousei Fantasista 
Club）は、学生主体で三重県の地方創生に取り組む現場に入り、三重県
の活性化に挑戦している団体です。
このクラブで活動することで、新しいことにチャレンジする力や論理的
思考力･行動力、チームワーク力が鍛えられます！

★COC+ではどんな活動が行われている？

農業体感ツアー
農作業の様子

「Retake三重から魅重へ」という
チーム名で活動中！三重県の29
市町のPR動画を作成しYou Tube
常にアップしています！

『広報チーム』
三重創生ファンタジスタや三重
創生ファンタジスタクラブに関す
る情報をSNSやブログで発信し
ます！

『木曽岬チーム』
「木曽岬わいわい隊」というチーム
名で活動中！三重県の北東部にあ
る木曽岬町について町歩き等を
通して学び、町の中学校の生徒や
町役場の方と一緒に町の活性化
に取り組んでいきます！

『もち菓子チーム』
三重県のもち菓子の調べ学習、学
内アンケート、企業へのインタ
ビュー等を行って、三重県のもち
菓子について知り、もち菓子業界
が抱える課題の解決策を探ってい
きます！

Q1. 
なぜMSFCに入ったのですか？
A.テーマの中でどのように活動していくかを
自分たちで決めることができるので、自由度
が高くて楽しそうだと思ったからです！

Q2. 
三重創生ファンタジスタとし
て将来どのように活躍したい
ですか？
A.オリジナリティのある意見を提案して、地
元の活性化に貢献したいです！

生物資源学部
資源循環学科 1年

藤田 彩花 さん

Q1. 
なぜMSFCに入ったのですか？
A.三重県出身のため、何か三重県に関わり
たいと考えていました。三重創生ファンタジ
スタを目指しつつ、様々な活動に参加できる
ことが一番の魅力です。

Q2. 
三重創生ファンタジスタとし
て将来どのように活躍したい
ですか？
A.大学を卒業してからも三重で生活したい
と考えているので、積極的に三重県に貢献で
きる人材になりたいです！

人文学部
法律経済学科 1年

山下　響 さん

執筆　三重創生ファンタジスタクラブ広報チーム

私たちが書いているブログです
http://www.cocpls.mie-u.ac.jp/
chiiki/blogs-by-students/

➡
「＠MieSFC」で
検索！

三重創生ファンタジスタ

地域の産業や実情について
知る。

食と観光分野 次世代産業分野

3つの科目群から
12単位以上修得

地域志向科目群
4単位以上

地域に入り、現状や課題を体
験的に理解する。

地域実践交流科目群
2単位以上

地域の人と協働し、地域や産
業の活性化、再生プロジェク
トを提案する。

地域イノベーション科目群
2単位以上

１～２年次 ２～３年次 ３～４年次

医療・健康・福祉分野

●熟議（地域の魅力を知る 
　　　　～地域にあるもの都会にあるもの～）

●林業体感ツアー

●農業体感ツアー

●水産業体感ツアー

●留学生による地域大発見と情報発信ツアー

●みえリーディング産業展出展

●熟議（三重をもっと元気に）

7月
　

8月

9月

11月

2月

（H28年度実施事例）

三重大学では三重創生ファンタジスタを養成するため様々
な取り組みが行われています。今回はその一部を紹介します。

三重県南部の第一次産
業を現場で体感し、地域の
魅力を発見することを目的
として開催しました。三重
大学の学生、教職員の他、
四日市大学、鈴鹿大学の学
生、教職員が参加し、大学
間交流もあります。

農作業の様子

熟議（学生発表）
学生発表

第一次産業体感ツアー
（林業・農業・水産業）の内
容をもとに、第一次産業を
どのように盛り上げるか、
学生や第一次産業従事者
がグループワークを行いま
した。学生の柔軟な発想が
実際に活用されたりするこ
ともあります。

学生発表

熟議（グループワーク）
グループワーク後記念撮影

地域の魅力はどういった
ところにあるか、都会の魅
力と比較しながら、学生が
県内関係者とグループ
ワークを行いました。学生
がグループ内の意見をまと
め、発表する等、学生が主
役になれるところが熟議の
魅力の一つです。

グループワーク後記念撮影

COC+の取り組みを

発表していきます！！

三重県の特色や

問題を把握した、

「地域人材の育成」

で地方創生を

目指すよ！

「ファンタジスタ」

は優れた選手を指す

サッカー用語だよ！

※PBL（Problem-based learning：問題発見解決型学習）
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